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特集:サイエンス・コミュニケーション

サイエンスコミュニケーションとは
-米国での聞き取り調査と今までの勤務体験からー

はじめに

欧米の先進的な科学系博物館では、博物館職員か様々な

方法で到そ館者を責主象にしたコミュニケーションサービスに

取り組んで、いる。日本でも帯主になってコミュニケーショ

ンサービス及びサイエンスコ ミュニケーションという言葉

を聞くようになり、実際に取り組んで、いる博物館や科学館

もある。

私は、平成18年 1 月、米国の科学館及び国立公園で働く

職員のコミュニケーションサービスへの取組みについて調

査する機会を与えられ、聞き取り調査を行った。

材高では、米国での調査結果と私の館での勤務体験から、

科学系博物館におけるサイエンスコミュニケーションとは

何かを述べてみたい。

2 米国での聞き取り調査の結果

米国では、コミュニケーションサービスへの恥姐みの聞

き取り調査のため、エクスプロラトリアム (サンフランシ

スコ)、テックミュージアム(サンノゼ)、そして、ハワイ火

山国立公園を訪問した。以下にそれぞれの施設で聞き取り

調査をした結果を報告する。

(1) 工クスプロラトリアム

この科学館では、エクスプレイナーと呼ばれる高校生 ・

大学生アルバイトがフロアスタッフとして働いている。こ

のこともコミュニケーションサービスの一環であることか

ら、エクスプレイナーへの恥姐みなどについて聞き取り調

査を行った。

① エクスフ。レイナーの条件

エクスプレイナーになるために最も重要視きれている条
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防府市青少年科学館普及係長 松本浩

件は、科学知識の豊富きや学校の成績の良きではなく、応

募してくる学生の好奇心の強き、親しみゃすき、そして、

ここの科学館で働きたいという熱意である。面接での選考

基準もこれらにある。

② よいエクスプレイナーとは

よいエクスプレイナーとは、自分から進んで、説明や解説

を行うのではなく、見学者から質問を引き出したり、より

良〈観察する態度を引き出したりする人、科学を説明する

よりも興味をもたせる人だという。ただ、子どもたちはシ

ャイであり、特に年上の人に世づいて声をかけることは非

常に難しいので、なかなかよいエクスプレイナーになれな

いという悩みがある よ うである。

花の解剖コーナーのヱクスプレイナー

(2) テックミュージアム

この科学館では、展示解説やデモンストレーションなど

を行う高校生及び大人のボランティアの活動がコミュニケ
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ーションサービスの一環として行われていることから、ボ

ランティア活動について聞き取り調査を行っ た。

① ボランティアの条件

高校生ボランティアの場合は、本人が応募することと親

や学校の推薦(紹介)が必要で、ある。先生が電話や手紙で、

「この生徒は社会性に富んでいる」ということを言えば、ボ

ランティアとして採用し易いようである。

ボランティアの選考は、履歴書による書類審査と面接を

行っている。 通常、最初の面接で、対人関係がスムーズに

できる人かを非常によく見て判断し、ダメな場合はボラン

ティアを断ることもある。 高校生ボランティアの資質とし

ては、科学の高い知識をも っている必要はない。 ボランテ

ィアは最低 1 年間活動できる人、かつ、最低 2 週間に 1 回

活動できる人に依頼している。

② よいボランティアとは

聞き取り調査に対応してくれたグレ ッ グ ・ ブラウン氏に

よれば、今までの経験で\一番よいボラ ンティアといつの

は、科学に一番興味をもっている高校生のようである。 ま

た、自分からここの博物館でボランティアしたいと希望し

てきた人は、よいボランティアに育っているし、このよう

なボランティアには、職員同等の責任をも って活動しても

らっているとのことで、あっ た。

(3) ハワイ火山国立公園

アメリカでは、自然の言葉を翻訳して伝えるという「イ

ンタープリテーション」の思想が、国立公園で育まれ、公

園レンジャーの活動のベースとなっている。 ハワイ火山国

立公園では、コミュニケーションサービスの一環として、

公園レンジャーがインタープリ ターとして、方、イドツアー

に公園の訪問者を連れて歩き、様々な説明をしている。 こ

こでは、インタープリターの活動について聞き取り調査を

1Tった。

① インタープリターの条件と資質

主にインタープリターには大学卒て、科学やコミュニケー

ションにたけている人、自然環境へ愛'情や'情熱をも っ てい

る人や、人好きな人がよい。 大学生の中には、インタープ

リターになりたくて研修生として火山ビジターセンターで

経験を積む者もいるとのことであった。

大学と協力して、ボランティアというより研修生として

公園内で1動いてもらう学生もいて、現店、働きながら少し

ずつイ ンタープリテーショ ンする能力を身につけてもらお
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うと試みているようである。

② よいインタープリターとは

聞き取り調査に対応してくれたジム・ゲイル氏によれば、

よいインタープリターとは、以下に述べるようなことが必

要であるらしい。

科学だけでなく、心哩学や社会学を理解していて、こ

れらを利用して訪問者につまくコミュニケーショ ン をと

る能力をもっていること。

訪問者を引き込むには、彼らの興味 ・ 経験などを大ま

かに把握する必要があるが、それは相互会話の流れの中

で把握する。訪問者に、インタープリターか話した内容

を頭に残してもらうためには、明確なテーマをもち、話

の中にジョークのような決まり文句を入れることが大事

である。 そうすることにより、訪問者は、家に帰ってか

らもインタープリターの決まり文句を思い出すことによ

って、話の内容 (イ ンタープリターが一番伝えたいメ ッ

セージ) も思い出すことができる。

インタープリターが、自然からの言葉を訪問者に伝え

るためには、イ ンターフリター自らが、テーマをもち、

あらかじめテーマに基づいた話の内容を組み立てておく

ことが大切で、ある。

3 科学系博物館におけるサイエンスコミュニケーション

科学系博物館におけるサイエンスコミュニケーショ ンに

関する能力を高めるためには、このたび、の米国での聞き取

り調査と私の勤務体験から、 Environment(環境，) .Enterｭ

tainment (余興) ・ Enjoyment (楽しみ) といっ た、 三つ

の íE J が必要で、はないかと思っ た。

(1) Environment (環境)

来館者が楽しめる環境作りが必要ということである。 例

えば、それは、ハンズ ・ オン手法を用いた資料を展示する

ことかも知れないし、実験を目の前で行うようなサインエ

スシ ョーかも知れない。 又は、利官者向けの実験や工作か

も知れない。 いずれにせよ、来館者とのコミュニケーショ

ンが必要と思うのであれば、職員の顔が来館者に分かる取

組みと環境作りが必要と思う 。

(2) Entertainment (余興)

科学系博物館の機能は、学校の機能とは違うはずで、ある。

学校では、先生が子どもたちに「学ばせる」ことが主な仕

事であるが、科学系博物館では、職員がヨ陪富者に「伝える」

ことが主な仕事である。 何を伝えるのか。 それは、科学の
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不思議きであり、面白きである。また、自然がもっ偉大き

でもあろう 。 科学系博物館の職員は、それぞれ伝えたいテ

ーマをもち、筋道を立てて科学のメ ッ センジャーとなり、

伝えなければならない。そのためには、「教える」ので、はな

く、考えられる手段を用い、時にはジョークも交えて伝え

なければならない。

メッセンジャーとして必要な資質は、科学が得意で、あり、

好きであること。また、好奇心が旺盛で、あること。そして、

人間として親しみやすきをもち合わせていることであろ

う。これらの資質をもち合わせていれば、少しトレーニン

グすることにより、エンターテイナーとして科学を楽しく

伝えられると思う。そして、何よりも来館者を楽しませる

ことができると思う 。

(3) Enjoyment (楽しみ)

来館者が楽しめる環境が整い、エンターテイナー的なメ

ッセンジャーとして科学を楽しく伝えられるような資質が

備わってくれば、あとは来館者といっしょに科学を楽しむ

ことである。自分が伝えたいテーマを来館者といっしょに

楽しみたいと思うようになれば一人前なのだろうが、なか

なかこの域に達するのが難しい。 しかしサイエンスコミ

ュニケーションを図ろうとすれば、結局、学校と同じよう

な一方通行的な伝え方ではなく、双方向的な伝え方でなけ

ればならない。 そのためには、来館者とコミュニケーショ

ンをとりながら、来館者を楽しませ、来館者から質問も引

き出し、来館者に科学は本当に楽しいと思わせるような努

力が必要で、あろう。

以前、私か磁石を使ったサイエンスショーを行った後、

子どものお父きんが寄ってきて、あらためて磁石に興味を

もったと言われたので、ショーが終わっているにもかかわ

調査・企画・デザイン・設計・製作・施工・

監理・運営およびコンサルティング・プロデュース

より良い 「社会交流空間づ、くり」にむけて・1

+株式会社丹青社
〒110-0005 東京都台東区上野5-2-2 TEL 03-3836-7221(代表)

札幌・仙台・新潟・名古屋・大阪・鳥取・福岡

URL http://www.tanseisha.co.jp 
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らず、興に乗った私は「じゃあ、今から課外授業で」す! J 

と言いながら、私のも っている様々なネタを披露したこと

があった。 すると、お父さんはますます興味を抱き、質問

も飛び出してきたので\その質問にも答えたことがあっ た。

来館者の知的好奇心をくすぐるような実演と会話こそがサ

イエンスショ ーの魅力であり、サイエンスコミュニケーシ

ョンの一端を担っているのではなかろっか。

サイエンスショーは、サイエンスコミュニケーションの

一手法にしか過ぎない。ほかにも様々な手法があると思う

が、サイエンスコミュニケーションの基本は自分の伝えた

いテーマを素人の立場に立って分かりやすく話し、双方向

の会話が成り立つように気をつけることであろう。

最後に、米国での聞き取り調査という貴重な機会を与え

てくださった側カメイ社会教育振興財団と全国科朝専物館

協議会の方々に厚くお礼申し上げる。

※側カメイ社会教育振興財団の助成を受けて実施した「科学系

博物館におけるコミュニケーションサービスに関する海外先進

施設調査J (平成17年度)について報告書のコピーをご希望の方

は全科協事務局までご連絡ください(宮03-58 1 4-9863) 。

高品質表現力

lcolcollO 
株式会社ココロ

干205-8556 東京都羽村市神明台4T 目 9番1 号
TEL: 042-530-3939 FAX: 042-530-4050 
http://www.kokoro-dreams.co.jp/ 
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ミユージアAI シヨツ71旬/教育用地学標本

since1974 

地学標本(化石 ・ 鉱物・岩石)
古生物関係模型(レプリカ)

|大英博物館/恐竜復元模型

.常設ショールーム紀伊国屋書店新宿本店 l F TEL.03(3354)0131(代表)

滋東京ザイZンス
〒 151-0051 東京都渋谷区千猷ヶ谷5-8-2 イワオアネックスビル

TEL03(3350) 6725 FAX03(3350)6745 
http://www.tokyo-science.co.ip E-mai l : i nfo@toky刀-science.co.jp
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リサーチ・コミュニケーション ーサイエンス・パブのすすめ一

科学普及と文化

サイエンス ・ コミュニケーションという言葉が広く用い

られるようになってきました。 第 3 次科学技術基本計画(1)

(平成18年 3 月 28日閣議決定)には、「研究者等と国民が互

いに対話しながら、国民のニーズを研究者等が共有するた

めの双方向コミュニケーション活動であるアウトリーチ活

動を推進する」とあります。科学技術に対する国民意識の

向上が科学技術の発展において不可欠で、あると考えられる

よフになりました。

このような時代背景を受けて、英国で盛んな「サイエン

ス・カフェ」が日本でも行われるようになりました。 サイ

エンス ・ カフェは 1997年フランスで始まり、翌年には英国

でも実施きれています。科学について市民と研究者が議論

できるサロンがサイエンス ・ カフェで\最初に20-30分程

度研究者側が研究の紹介等を話し、その後、参加市民と 1

時間間支対話(討劃するのが一散的なやり方です。

しかし日本の場合、カフェで友人同士話題が弾んで、も、

見知らぬ市民同士で対話か始まるという光景を目にするこ

とはありません。科学はもちろん世界共通ですが、科学を

楽しむ文化はそれぞれの国 ・ 地域の文化や歴史によって異

なるのではないで、しょうか? 欧州での科学普及における

キーワードが「対話 (Dialogue) J であるのに対し、日本の

それは「興味関心 (Interest) J と「参加意識 (Awareness) J 

との分析があります(2)。このため、単なる借り物のカフェ形

式では講演会と何ら変わることがなく、研究者と市民の間

での双方向コミュニケーションが成立するとは厳密には考

えにくいことでしょう 。 そこで、つぎのように日本の文化

に適応したコミュニケーション方法を考案し実施 ・ 評価し

ました。

アストロノ ミ ー・ パブの特徴

国立天文台と NPO法人三鷹ネットワーク大学(3)は、研究

者と市民との双方向コミュニケーションを通じ、研究者の

社会リテラシーの向上と、市民の科学リテラシーの形成 ・

向上を目指して、昨年11月より毎月 1 回の 「アストロノミ

ー・パブ」を ]R三鷹駅前ビルで実施しています。 アストロ

ノミー・パブの特徴は、
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自然科学研究機構 国立天文台 ・ 助教授 懸秀彦

1. 人数を絞る: 30名以内 必ず一言は会話を交わせる

人数

2. アルコールが入る:会話が円滑になる 発言しやす

し、

3 . 最初にステージで対談(対決)をする:

これによってフロアの人がどちらかに感』情移入した

り、自分の代弁者のように感じる…・・フロアでの会話

につながる

4 . 30分の対談のあとは、フロアに降りて参加者と会話:

ただし、「参加者一人あたり講師を 5分以上束縛しな

い」 をルールとする

5. 気の利いた料理と飲み物を提供

6 . パブの後(または中間)で、観謹会(移動式の望遠

鏡をテラスに設置)や 4 次元デジタル宇宙シアター上

映も可能

7 . 駅から徒歩 1分終了後も二次会で盛り上がること

も可。 また帰宅の足も確保可。

といっ た点です。

アストロノミー・パブの実施内容

過去に行われた内容は、順に、①海部宣男(国立天文台

長) vs青野由利(毎日新聞論説委員) r天文学と文学」、錦見

山正見(国立天文台副台長) vs井田茂(東京工業大学助

教授) r太陽系外の惑星に生命は」、③福島登志夫(国立天

文台教授) vs三島勇(読売新聞科学部ディスク) r科学報

道のうらぱなし」、⑩度部潤ー(国立天文台助教授) vs大平

貴之(プラネタリウムクリエータ) r人工の星空VS自然の星

空」 などです(図 1 ) 。 毎月第 3 土曜日の19: 00-21 : 00に

実施しています。参加は、事前申し込みで抽選になります

が、 三鷹市民以外の方の参加も可能です(応募倍率は毎回

2-3 倍) 。 参加費3 ， 000円。お問い合わせは、三鷹ネット

ワーク大学(電話: 0422-40-0313) までお願いします。

アストロノミー・ パブの評価

通常の市民向け講演会、カフェ、パブを、参加者の事後

アンケートで比較してみました(図 2 ) 。 講演会とパブは同

時期、同じ三鷹ネットワーク大学で実施されたもので" 5 

回の連続講演の参加者数(=アンケー ト回答数)は236名、
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アス トロ ノミ ー ・パブは第 6 固までのアンケー ト 回答者

107名です。これらは講演者(主に国立天文台の教官)も一

部同じであったり、受講者(主に三鷹市民)も一部ダフ、っ

ていたり 、 さらにテーマも天文学に関するものなので士服

することが意味深いものと思います。一方、カフェは同会

場で実施していないため、毎回のパブの司会者である筆者

カ丈総合研究大学院大学(葉山)で実施したサイエンス ・

カフェのデータ (32名)を用いました。このカフェは 5 月

3 日に実施され、話題提供は大学院生 3名(遺伝学、天文

学、素粒子)からによるものでした。内容も受講者も他の

2 っと異なるのであくまでも参考程度でご覧下きい。図 2

に示したように参加者の満足度がノfフ*で、は極めて高いこと

が分かります。また、 他と比較して女性や若い参加者の割

合が多いのも特徴です。記述内容を見ると市民はサイエン

スの結果そのものよりもリサーチの過程や リ サーチャーそ

のものに強〈関心を抱いていると推察されます。これらの

図 1 アストロノミー・パフe

のようす

美味しい食べ物・飲み物を手

にとって、アットホームな雰

囲気で科学の対話を楽しむ。

組験と評価結果から、筆者はサイ エンス ・コ ミュニケーシ

ョン(=科学技術の成果に関する対話)というより、むし

ろ「 リ サーチ ・ コミュニケーション(=科学の過程や科学

する人に関する対話)Jの広がりが大切で、あると考えていま

す。多くの科学館と大学 ・ 研究機関の協力で\市民との聞

での科学に関する対話「サイエンス ・ パフコが日本各地で

始まり、科学か文化として定着することを希望し ます。

参考資料

(1 ) 第 3 次科学技術基本計画 http ・//www.mext.go.jp/ 

ぇmenu/kagaku/kihon/060328 16/00 1.htm 

(2) Robert Semper,“Bridging the Cultures: Towards a 

Networked Approach to the Public Understanding of 

Research", AAAS Annual Meeting 2005 

(3) NPO法人三鷹ネットワーク大学 http://www.mitaka 

univ.org/ 

回大変満足 回 ほぼ満足ロどちらとも言えない回やや不満・不満 図未回答

図 2 参加者の満足度の比較(事後アンケート調査結果より)

満足度を 5 段階で聞いた結果の比較。 パフe参加者の満足度が高いことが分かる 。

一 5-
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国立科学博物館における
サイエンスコミュニケータ養成実践講座

独立行政法人園立科学博物館学習課 亀井修・小川義和

はじめに

国立科学博物館(科博)は、社会に根ざし ・社会に支えら

れ・社会的要請に応える博物館として、使命に基づくさまざ

まな事業を展開してきている。科博では、平成17年度から、

学生の科学リテラシ一向上とサイエンスコミュニケーショ

ン能力の向上を目的に、小中高生の無料入館(常設展)に

加え、さらに「国立科明字物館大学パートナーシ ップ(l)j の

枠組みで大学生も無料入館とすることを含む大学と連携す

る事業を開始した。この事業には、サイエンスコミュニケ

ータの養成が盛り込まれている。

1 .サイエンスコミュニケータの必要性

科学技術は人類にとって不可欠で、、科学技術に関する政

策形成への国民の参画の必要性が認識されている。サイエ

ンスコミュニケータの役割については、かつての科学技術

の公衆理解増進 (PUST)の視点に基づく「科学を社会に啓

蒙普及する専門家2)j から、「科学技術関連人材、国際的に

活躍する研究者 ・ 技術渚の、科学技術活動を支える専門的

人材、科学技術の理解増進のための人材刊を経て、「知の

活用や社会還元を担う多様な人材、科学技術に関する国民

意識の醸成と研究者等の社会的役割、科学技術コミュニケ

ーション人材(4)j と幅が広がってきている。

科学技術への理解や興味・関心を高めていくためには、

分かりやすく科学技術の情報を提供することに加えて、一

般の人々の意識や考え方等を、科学者をはじめとして技術

者 ・ ジャーナリスト・企業 ・ 行政 ・ 政治家 ・ 教育など科学

技術に携わる者に伝えることが必要で、ある。 従来、これら

の機能は、科朝専物館等の学芸員、科学ジャーナリスト、

研究機関・企業の広報担当者、一部の研究者、学校の教員

等に担われてきているが、これからの「対話型科学技術社

会」においては、機能として今まで以上に科学技術と社会

との関わりを見つめ、科学技術について誰に対しても自信

を持って語り、科学技術と一散社会とをつなぐことのでき

る資質 ・能力を備えた人材=サイエンスコミュニケータの

必要性が指摘されている。

2.サイエンスコミュニケーションが行われる場

- 6 一

先端の科学技術と一般社会が不可分になってきている今

日、日噴から科学技術について興味・関心を持ち、自らの問

題として意識していくことは、社会生活の健全な発展ある

いは維持に不可欠で、ある。また、 一散の人々に「自らの考

えが専門家や社会のありように景簿を与えている実感」を

持てるようにすることが必要で、ある。図 1 は、サイエンス

コミ ュニケーショ ンが行われる場のイメージである。 これ

らの内部、あるいは聞の架け橋となる機能がサイエンスコ

ミュニケーションである。 サイエンスコミュニケーショ ン

は、科学技術に関する知識の理解だけでなく科学技術に対

する意識の向上など、 一散の人々と科学技術との関係性の

構築を目的として、社会の様々な場面で展開されるコミュ

ニケーションであると言え る。

3 .科博のコミュニケーション環境

サイエンスコミュニケーションの目標は、一骨量の人々の

科学技術への理解や興味・関心を高めていく活動を通して、

科学技術が文化として社会の中に根付くことである。 その

ためには、人々と科学技術に携わる者との双方向の対話に

よって、科学技柿渚を含む一人ひとりの意識を変えていく

ことが重要となってくる。この双方向の対話活動を最も効

果的かつ実践的に実現できるのが博物館のコミュニケーシ

ョン環境であると言えよう。

科博は自然史と科学技術史に関する中核的な研究機関と

して、有意な崩莫の研究者を有し、総合的、網羅的な自然

史及ひで科学に関する研究を実施している。展示等の学習支

図 1 サイエンスコミュニケーションが行われる場のイメージ
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援機能についても、教育博

物館として発足した歴史的

晶緯もあり、先駆的な学習

支援活動の充実に努めてき

ている。また、博物館にお

ける専門的な研究活動の成

果と人々をつなぐコミュニ

ケーション活動を也糊句に

展開している。

司il~園出g:.軍líl曹型盟開園Eヨ商I'ij]嗣E

サイエンスコミュニケーション1 ( 5Cl ) とサイエンスコミュニケーション2 ( 5 C2) の、

2つの科目を履修することで『国立科学博物館認定サイ エンスコミュニケ一事』に包定されます。

4. 科博の講座の特徴

科博の講座を実施するに

当たっては、有馬朗人氏を

座長とするサイエンスコミュニケーションに関する有識者

会議の提言を受けた。この提言内容は、「つながる知の創造」

を副題とした報告書(5)にまとめられている。

本講座は 2 つの科目、サイエンスコミュニケーション 1

(SCl) とサイエンス コ ミュニケーショ ン 2 (SC2) から構

成される。 SCl ではコミュニケーション能力、 SC2 ではコ

ーテPィネート能力を中心に身に付けることを目指した活動

を行う。 SCl . SC2 ともに、科博のコミュニケーション環

境を活用した理論と実践を交互に繰り返す対話型カリキュ

ラムである。これは、理論で培われた考えや理想的な在り

方を博物館という実践の場にて実体験し、博物館を利用す

る一散の人々からの意見や反応を取り入れて、実践で生じ

た疑問や考え方について理論て、確認しようというものであ

る。この講座は、人々の意識意欲、知識技術を総合す

る「つながる知の創造」を目指すものである。なお、 SCl修

了後にはSCl修了証を発行する。 2 つの科目を履修するこ

とで「国立科学博物館認定サイエンスコミュニケータ」に

認定きれる(図 2) 。

おわりに

この夏から新しく開講きれる「国立科学博物館サイエン

スコミュニケータ養成実践講座(6)J に向けて準備が進んで、

いる。理論と実践を通じた「つながる知の創造」を目指し

た本講座の受講受付も進行中である (7)。

科博には、独自の人的 ・ 物的資源が豊富に蓄えられてい

る。たとえば、膨大な資料とそれに基づく研究および展示、

さまざまなノ〈リエーションで提供される学習支援活動、そ

して年齢も考えも多様な来館者…。こう した資源や特性を

存分に活用した「実践」が、本講座には組み込まれている。
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Jレ(コーヂィネー ト能力) を習得する

図 2 講座のアウトライン

受講者一人ひとりが実際のサイエンスコミュニケーション

の場において試行錯誤を繰り返すことにより、より深〈考

え、人々に知を伝え、人々の知をつなぎ、知を社会に還元

することが重要で、あり、これらの過程を通じて、コミュニ

ケータとしての確かなスキルと自信を身につけることが可

能となると考えている。

限られた時聞の中でサイエンスコミュニケータに求めら

れる要件のすべてを網羅しきれないこともあるかも知れな

いが、専門家や受講者相互で対話しながら共に学んで、ほし

いと考えている。

(1) 学生数に応じた一定の年会費を納入した大学のために、科博は学

生の無料入館、サイエンスコミュニケータ養成実践講座、自然史講座、

学芸員資格取得のための博物館実習等の連携プログラムを提供。

(2) 世界ト ップレベルの研究者の養成 . 科学技術・学術審議会人材委

員会・第一次提言、 (2002)

(3) 総合科学技術会議平成17年商特技術に関する予算人材等の

資源百扮方針、 (2004)

(4) 知の活用や社会還元を担う多様な人材の養成、 (別紙)科学技術基

本計画、 pp.26-27、平成18年 3 月 28 日閣議決定、 (2006)

(5) 国立科学博物館サイエンスコミュニケーションに関する有識者

会議:国立科学博物館におけるサイエンスコミュニケータの養成に

ついて「つながる知」の創造を目指して、 (2005) 、 http: //www.

kahaku.go.jp/ education/partnership/img/06. pdf.、 (2006.6.7)

(6) 国立科学博物館大学パートナーシ ップのご案内、 (2006) 、

http: //www.kahaku.go・jp/educa tion/ partnership/index 

html、 (2006.6.7 )

(7) í国立科朝専物館大学fートナーシップ」入会大学大学院生を対

象。熱意のある学部生、現職学芸員、教員については相談に応じます。

平成18年度の受付締め切りは 7 月 10 日 。
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王立オンタリオ博物館で、バードストライク展が開催

ノ〈ードス トライ ク (bird strike) とは、鳥が人聞がつく

った構造物に衝突する事故のことを指しており、近年、全

体が鏡のようになっているビルが急増したことにより、ビ

ルのガラス面に写った空と本物の空との区別が付かなくな

った鳥が、ビルがあることに気付かずに衝突したり、反射

する太陽に反応して衝突する事故が増えている。

このほど、このバードストライクの問題をめぐるシンポ

ジウムが、ト ロ ン ト の王立オンタ リオ博物館で2006年 3 月

8 日に開催されたが、それにあわせてトロント市内の高層

ビルやマンションに衝突して命を落とした2000羽の鳥の死

骸を並べた小展示が会場となった同館の入口で開催された。

会場で紹介されたこれらの鳥たちは、 2005年秋の渡りの

シーズンの期間において、渡りの通過地域になっているト

ロント市内で死んだものばかりだ。シンポジウムの共催者

でもある民間のバードストライク防止団体のFatal Light 

A wareness Program (FLAP) のボランティアか持ち込

んだこれらの鳥には、ハチドリをはじめ、アメリカムシク

イ、キツツキ、ツグミ、スズメ、ルビーキクイタダキなど

が含まれ、中でもアメリカコカヲは419羽もの死骸が会場で

凄然と並べられた。鳥たちは 15]5]で死んだものもあれば、群

ごとビルのかラス壁面に衝突して大量死したものもあった

という 。多くの渡り鳥の通過地点ともなっている トロント

市周辺では、年間に約94万羽が、また多い年には940万羽が

衝突死しているそうだ。

王立オンタリオ博物館で行われたこのイベントは、 2006

年 1 月 31 日に世界に先駆けてト ロ ント 市が制定した 「渡り

鳥事故防止条例」を受けたものであり、同館自身もバード

ストライクの防止に積極的な役割を演じている。

Royal Ontario Museum, Toronto. 

Fatal Light Awareness Program. 

http://www.rom.on.ca/ http://www.flap.org/ 

http://www.cbc.ca/gfx/pix/birdsrom_cp_9644387 . 

Jpg 

http://etcetera.humberc.on.ca/ getpic.php?picid= 194 

http://cnews.canoe.ca/CNEWS/Science/2006/03/ 

08/ g030805A.jpg 

http://www.toronto.ca/lightsout/graveyard.htm 
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カナダ自然博物館で、 2006年秋に常設展がリニューアル・

オープン

施設の全面的な リニューアルが進行中のカナ夕、、自然博物

館で、化石展示ホーノv， P甫乳類展示ホールと鳥類展示ホー

ルの三つの常設展示が、 2006年10月 6 日にリニューアル・

オープンする。タ リ スマン・エネルギー社が総工費を助成

した「タリスマン・エネルギー化石ギャラリー」では、 300

点の展示品が見られ、そのうち3/4は本物の化石標本だ。同

展は、恐竜が絶滅する時期から晴宇L類が登場する約5000万

年の時代をカバーしている。恐竜の展示の中で、草食恐竜

のカスモサウルスの頭部化石は目玉展示になっている。そ

の他に、肉食恐竜の夕、、スプレトサウルスや、歴史上もっと

も大きいカメだったアーケロ ン、歩くクジラだったアンプ

ロケタス・ナタンスなども見られる。

H甫乳類展示ホールでは、 13のジオラマ ・ シーンが新しく

用意され、それらの展示環境の中で、カナダの荒野にすむ

ノ\イイ ロ グマ、 トナカイ、へラジカ、プロ ングホーン、ク

ーガ一、アメリカバイソン等の代表的な晴字L類が紹介され

ている。

鳥類展示ホールでは、カナダに生息する 500羽の鳥類が紹

介されている。新しい展示では、特に下記の事柄が特に観

覧者のためにわか り やすく用意されている。

*身体的な特徴(大きさ ・ 色 ・ かたち)

*飛びかた、外敵からのカモフラージ、社会集団、習性

*鳴き声

市街地理的分布、生息環境、鳥の渡り、繁殖

*バード、ウォッチングの秘訣、テクニック、道具

Canadian Museum of Nature, Ottawa. 

http://www.nature.ca/exhibits/fsslglry_e.cfm 

http://nature.ca/exhibits/brdgllry_e.cfm 

http://www.nature.ca/reno/photo/phgllry_e.cfm 

豪オーストラリア国立図書館で、オーストラリア在描いた

地図作成の4凹年展が開催中

ヨーロツノf人カキ刀めてオーストラリア大陸の存在を知っ

たのは、ウィレム・ジャンス率いるオラン夕、東インド会社

船ダウフケン号が、ニューギニア島南岸から今のオースト

ラリアのヨーク岬半島の西岸に到達した1606年 3 月である

といわれている。その航海で船上で描かれた地図が、オー
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ストラリアを描いた最初の地図だ。

オーストラリアを描いた地図作成の400年展と題した特別

展カ丈キャンベラの国立図書館の地図閲覧室(MapReading 

Room) で、 2006年 1 月 24 日より開催されている。 同展で

は、夕、ウフケン号で作成された地図のレプリカをはじめ、

1749年に携帯用地図帳の日本地図を描いたフランス人のデ

イディエ ・ロベール・ド・ヴォゴンディーが、描いたタス

マニア島周辺海域の原画 (1756年作成)や、オランダ人の

ウィレム・ド・ヴラミンが、西オーストラリアのシャーク

湾の海域を描いた原画 (1696年作成)も紹介きれている。

開催は、 2007年 1 月 14日まで。

N ational Library of Australia, Canberra. 

Australia on the Map, 1606-2006. 

http://nla.gov.au/nla.map-nk2785 

http: //www.nla.gov.au/news/非heading3

http://www.australiaonthemap.org.au/ 

豪オーストラリア国立図書館で、ジ、工ームズ・クックが収

集した植物標本の特別展が開催

シドニーの南にひろがるボタニー湾は、 1770年に英国人

ジェームズ・ク ックがエンテーゥーァ一号を停泊させ、そして

ジ ョゼフ・パンクスらを上陸させ、多くの植物標本を集め

たことから、クックはこれを植物明湾 (Botany Bay) と

名づ、けた。

キャ ンベラの国立図書館で、 2006年 3 月 16 日から 6 月 18

日まで開催された特別展Ii'Cook's SiteJ では、ボタニー湾

で収集した植物標本や、この第三回目の航海を訪れた地域

の当時の様子を古文書や地図で、そして現庄の様子を撮し

た写真が紹介きれている。

同展は、著名なク ック研究者で知られるニコラス・トー

マス博士がゲスト・キュレータとして企画し、ニューサウ

スウエールズ、州の歴史建造物呆護 トラス トが興行運営して

いる巡回展だ。

N ational Library of Australia, Canberra. 

Cook's Sites. http://www.nla.gov.au/news/ 

米フ口リダ自然史博物館で、現代キルト工芸展が開催中

たかがキルト、されどキルト 。 キルトはただ単にさまざ

まな布のはしきれを縫い合わせたものではない。 素朴な作

品が多いキルトは、アーチストにと って、彫刻や油絵ある

いはCG作品と同様、伝えたいメ ッセージを表現するため

の手段のひとつだ。
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フ ロリ ダの自然史をテーマにした現代キル ト工芸展が、

ゲインズビルにあるフロリ ダ州立大学フロリダ自然史博物

館で、 2006年 6 月 10 日 :から開催きれている。 フロリタヲト|沿

岸の海底の餅直物をはじめ、森林や植物園を彩るフロリ 夕、、

の固有種をモチーフにした作品(全73点)が紹介されてい

る。 すべての作品は、同展のために開催されたコンテスト

で審査員に よ って選ば才しいずれも 2003年以降に製作され

たものだ。開催は、 2006年 9 月 4 日ま で。

Florida Museum of N atural History, Gainsville. 

Quilting natural Florida. 

http:// www.flmnh.ufl.edu/quilting/ 

米オレゴン科学産業博物館で、ロボット展が開催中

ポートランドにあるオレゴン科学産業博物館で、ロボッ

トをテーマにした巡回展が、 2006年 5 月 27日から開催され

ている。同展では、生物学とエンジアリングがどのように

融合して、ロボッ トをつく っているかをわかりやすく紹介

している。 会場では、観客はロボッ トの展示品やグラフィ

ック を見るだけでなく、実際に動くロボットも自分で製作

できる。ミネソタ科学博物館が企画制作した同展は、 2004

年2月より、ミネソタ科学博物館を皮切りに米国各地の科学

系博物館で巡回さ札オレゴン科学産業博物館の次の開催

館はボストン科学雫事協館だ。 オレゴン科学博物館での開催

は、 2006年 9 月 4 日までh

Oregon Museum of Science & Industry, Portland. 

Robots and Us. http://www.omsi.edu/ 

http://www.robotsandus.org/ 

英ロンドン自然皮博物館で、恐竜展が2006年 B 月より開催

新しい恐竜の特別展が、ロンドン自然史博物館で、 2006

年 6 月 30 日から始まる。 íDinoJawsJ展で、は、恐竜の食生

活に重点が置かれた内容になっている。食生活によって決

定される身体的な特徴、特に顎と手足のツメについて特に

力点がおかれている。 同展の代表的な恐竜は、ティラノサ

ウルスの他、パリオニクス、コエロフィシス、エドモント

サウルス、ヴェロキラプトルなどが紹介されることになっ

ている。開催は、 2007年 4 月 15 日ま で。

Natural History Museum, London. Dino Jaws. 

http: //www.吐lm.ac.uk/visit-us/whats -on/tempoｭ

rary-exhibi tions/ dino-j a ws/ 

* (やすい ・りょう )

E -post : ZAK varan@ aurora.ocn.ne.jp 
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開催館 展覧会名 開催期間

札幌市青少年科学館 夏の特別企画「発明王エジソン展知られざる天才の秘密」 7 月 29 日 -8 月 20 日

旭川市科学館サイパル 旭川市科学館開館 1 周年記念特別展「昆虫の世界一自然が 7 月 15 日一 9 月 18 日
っくりあげた驚異の造形ー」

岩手県立情物館 企画展「大集合!水品とその仲間~水品とペグマタイト展」 7 月 15 日 -8 月 27 日

牛の博物館 企画展「牛と馬 ふたつの蹄とひとつの蹄一」 7 月 7 日一 8 月 20 日

斎麗報思会自然史博物館 特別展「人体の不思議展」 7 月 1 日 -8 月 27 日

陸前高田市海と貝のミユージアム 「世界の美しい貝」展 7 月 17 日一 10月 31 日

仙台市科学館 特別展「おもしろ化学の屋台村~佑学展 2006-J 7 月 21 日 -8 月 27 日

秋田県立博物館 企画展「なんで?科学のクイズ展」 6 月 24 日 -8 月 27 日

福島市子どもの夢を育む施股 乙 こむこむ開館 1 周年記念事業「ゃなせたかしの世界展」 7 月 15 日一 8 月 23 日

むこむ

ふくしま森の科学体験センター 開館 5 周年記念「養老孟司、昆虫コレクションの世界」 8 月 1 日 -8 月 8 日

郡山市ふれあい科学館 ホワイエ企画展「銀河鉄道の夜」 7 月 1 日 -8 月 31 日

ミュージアムパーク茨械県自然情 第37回企画展「海辺の自然誌~陸と海との狭間で -J 7 月 15 日一 9 月 18 日
物館

群馬県立自然史博物館 開館10周年記念企画展「コアフ大陸オーストフリアーふし 7 月 15 日 -11月 26 日
ぎな動物たちの世界-J

さいたま市青少年宇宙科学館 特別企画展「夏休みワクワク科学工房2006J 7 月 21 日 -8 月 31 日

狭山市立博物館 夏期企画展「おいでよ!不思議博物館」 7 月 8 日一 9 月 10 日

千葉県立中央博物館 企画展「驚異の深海生物 未知の深世界をさぐる」 7 月 1 日 -9 月 3 日

東金こども科学館 地域子ども教室「絵本カーニパル~サイエンスとファンタ 7 月 14 日一 8 月 31 日
ジーが出会う夏-J

逓億総合博物館ていぱーく NIPPONの美~切手 ・ 葉書原画でたどる日本美術~ 6 月 3 日 -7 月 17 日

NHKファミリーフェスタ 7 月 21 日 -7 月 30 日

夏休みこども大会 8 月 18 日一 8 月 31 日

機械産業記念館(TEPIA) 「最先端技術展~日本の未来をひらく J PARTIII 4 月 11 日 -7 月 21 日

多摩六都科学館 夏の特別企画展「ろくと忍者に大変身 ! 君も忍者修行にチ 7 月 21 日一 8 月 31 日
ャレンジだ! J 

特別展「わくわく発見! ! 昆虫ワンダーフンド~ロクトいき 7 月 21 日 -8 月 31 日
もの探検隊」

=差みなとみらい技術館 企画展「ナノァクノロジー」 -11月 26 日(期間延長)

東京ガス株式会社 夏休みイベント企画「生き物っ てすごい! J 7 月 22 日 -8 月 6 日

環境エネルギー館 夏休みイベント企画「人間ってすごい ! J 8 月 8 日 -8 月 31 日

馬の博物館 ァーマ展「馬と文学」 6 月 10 日 -8 月 6 日

ァ-7展「馬の伝説J í馬の祭の装身具」 8 月 9 日 -10月 9 日

横須賀市自然・人文博物館 特別展万「エビの多様な世界」 7 月 1 日一 11月 30 日

神奈川県立生命の星・地球情物館 特別展「ふしぎな生きもの菌類~動物?植物?それと 7 月 15 日 -11月 5 日

も? -J 

上越科学館 平成18年度特別展「すごいぞ!熱帯の生き物たち」 7 月 29 日一 8 月 20 日

新潟県立自然科学館 夏の特別展「おもちゃの科学」 7 月 22 日 -9 月 3 日

黒部市吉田科学館 特別展「魚津地区理科自由研究参考展」 7 月 15 日 -7 月 17 日

富山市科学文他センター 企画展示「アイディア浮かぶ科学の広場」 6 月 10 日一 7 月 9 日

特別展「しかけに挑戦!! 不思議なからくり展」 7 月 13 日一 9 月 3 日

福井市自然史情物館 第62回特別展 íGO ! GO  !ゴールド in 福井」 7 月 21 日一 8 月 31 日

山梨県立科学館 特別展「サイエンスエコカーニパル~地球を守れ! 7 月 15 日 -8 月 27 日

MOTTAINAI大作戦~

信州新町化石博物館 信州新町化石博物館研究報告第9号速報展 4 月 22 日一 9 月 24 日

柏木博物館 生きた化石 「ヤマネ J 与真展 7 月 28 日 -8 月 27 日

肢阜県博物館 マイミュージアムギャフリー「飛騨の伝統工芸~飛騨春慶 6 月 25 日 -7 月 30 日
と一位一刀彫-J

文化財保護センター特別展「縄文人つてなかなかすごい !! 7 月 15 日 -9 月 3 日
一わくわく徳山縄文ワールド -J

マイミュージアムギャフリー「心に響くトールペイント」 8 月 6 日 -9 月 18 日

アイスカパリーパーク焼津 特別展「たんけんダンボールフンド 2J 7 月 15 日 -9 月 3 日

浜松科学館 浜松科学館開館20周年記念(他) í恐竜展~大空に羽ばたい 7 月 26 日一 9 月 10 日
た恐竜たち」

ハ
U

1
E
ム



全科協ニュース Vol. 36, NO.4 

開催館 展覧 会名 開催期間

名古屋市科学館 特別展「のりものワールド、」 7 月 22 日一 9 月 3 日

でんきの科学館 開館20周年記念イ ベン ト「マジカノレECOロ ジーツアー」 8 月 1 日 -8 月 6 日

滋賀県立毘琶湖博物館 企画展示「湖辺 一水、魚、そして人~ 東アジアの中の 7 月 15 日 -11月 26 日
琵琶湖」

水族企画展示「水辺の生き物」 7 月 15 日 -11月 26 日

京都市青少年科学センター 夏の特別展「たんけん 音の世界」 7 月 21 日 -8 月 31 日

夏の特別展 「昆虫少年集ま れ」 7 月 21 日 -8 月 3 日

夏の特別展 「湯川博士、朝永博士、生誕100年記念展示」 8 月 12 日 一 8 月 31 日

兵庫県立人と自然の博物館 企画展「兵庫の外来生物」 7 月 8 日一 9 月 24 日

胸取県立博物館 平成18年度企画展 「深い海」 7 月 15 日 一 8 月 27 日

島根県立宍道湖自然館ゴピウス 特別展「どぜう 一今も昔も 身近なさ かな -J 7 月 15 日 -8 月 31 日

出雲科学館 特別企画展「人聞大昆虫与真展~巨大な虫がやっ てきた -J 7 月 15 日一 8 月 2 日

特別企画展「世界の甲虫展」 8 月 8 日 -8 月 27 日

倉敵市立自然史博物館 第15回特別展「体感!恐竜ワールド・」 7 月 15 日 -9 月 18 日

特別陳列 「秋の鳴く虫展」 8 月 27 日一 9 月 10 日

広島市こども文他科学館 夏休みこども スペシャル「なんだ ?なんだ 1 燃料電池」 8 月 1 日 -8 月 31 日

徳島県立あすたむらんと子ども 第四国企画展 「ひ自っく り!ど きどき !! アマゾン大冒険」 7 月 15 日 -9 月 3 日

科学館

要蝿県立博物館 アーマ展「ハーフーの世界」 7 月 1 日 -9 月 24 日

特別展「世界各地のチョウ」 7 月 22 日 -8 月 20 日

霊蝿県総合科学博物館 特別展「昆虫 NO. 1 決定戦」 7 月 15 日 -9 月 3 日

北九州市立自然史・歴史情物館 夏の特別展 「昆虫ワールド ・ カ ップ」 7 月 15 日 -9 月 3 日

福岡市立少年科学文他会館 特別企画展 「空と海ののりもの展」 7 月 21 日 -8 月 6 日

蜜仙岳災書記念館 特別展「第 2 回 平成新山絵画展」 7 月 10 日 -9 月 10 日

照本市立鮪本博物館 平成18年度特別展「身近な生きものと私たち~エゴとエコ 7 月 22 日 -8 月 27 日

と生態系-J

I~ニューアルオープン l

がすてなーにガスの科学館

[主なコーナー] ，-ょうこそ!ポカの家へ」家やまちで生活

を支えているカ、スの存在、自分の生活とエネルキーとの

関わりを体験を通して発見する;「フ。カのひみつJ!卸求の

めぐみである天然ガスの源を遡t)， jfスの製造過程を紹

介，-エナジースタ ジオ」エネルギー ・ 方、ス ・ 環境などを

テーマにした実験ショー，-ピカッとラボ」これからのエ

ネルギ一利用について紹介し、「地球と自分とのつなが

り」を認識する，-炎のふしぎギャラリー」本物のyゲスの

炎を使った傭験型展示，-クイズホール」 コ ミュニケータ

ーを介した楽しいクイズ番組，-屋上広場」屋上を全面緑

化。 海と大空を望む360
0

Cのパノ ラマを楽しめる ，-わく

わ一〈ルーム」昼食スペース兼エネルギーや科学につい

ての「ワークシ ョ ッ フコプログラムの実施スペース;「キ

ッ チンキ ッ チン」食をテーマにした「サイエンスキ ッ チ

ン」プロ グラムを実施

[展示面積] 1 ・ 2 階展示室 1 ， 952m2/クイズホール 260

m2/屋上ひろば 2 ， 200m2/わくわ一〈ルーム 380m2

/キ ッ チン キ ッ チン 138m2 

[オープンの期日 ] 2006年 6 月 2 日

[準備期間] 2003年 6 月末から約 3 年

[担当業者] 総合フ。ロデユース

鮒アーバン ・ コミュニケーシ ョンズ

建築設計 ・ 管理 日建議十 ・ 東京ガス都市開発JV

建築施工 大成 ・ 戸田 ・ フジタ ・ 西松建設JV

展示設計 ・施工丹青社 ・乃村工獣土JV

[総工費] 約40. 引意(建築 ・ 展示)
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象:中学ヰ交 ・ 高等朝交レベルでの理科教育における

三三三三三三三三三三三三三三三三

手ヰ全

お知らせ

東レ理科教育賞]

Vol. 36, NO.4 

芦す

O[平成 18年度

新しい発想と工夫考案にもとづいた教育事例
ティラノサウルス・ REX

株式
会社 ゼネラルサイエンス

コーポレーション
干107-0052 東京都港区赤坂 3 - 11- 1 4 赤坂ベルゴビル802

TEL 03 (3583) 0731代表 FAX 03 (3584) 6247 
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応募資格: 中学校・高等学校の理科教育を担当、十島幕、

たは研究する方

必着応募締切 . 平成18年度 9 月末

Tel: 047-350-6104 間合わせ:側東レ科学振興会

E-mail: JDP00117@nifty.ne.jp 

省スペース展示に最適な、小型ドームCG映像システム

メディアグローブL誕生

http://www.toray.co.jp/tsf/index.html 

メディアグローブは世界で初めてフルカラー

投映を可能にした小型・高精細のデジタル

プラネタリウム 。 さらにドーム全天に高画質な

CG映像を投映するマルチ投映機能を持ち、

さまざまなシーンで活躍します。

平成18年度研究助成]

および地理学、歴史学の融合

助成機関:平成19年度 4 月より 1 年間

O[倒福武学術文化振興財団

象 :歴史学 ・地理学、

された研究分野

大す

コ二力三.JJ1J9 プラネ9リつむ練武富祉
東京事業所〒173-∞03 東京都榎橋区加賀 1-6-1 TEL (03) 5248-7051 

大阪事業所〒550-∞05 大阪府大阪市酉区西本町2-3-10 酉本町イシテス11階 TEL(06) 611 0-0570 

東海事業所〒442-0067 愛知県豊川市金屋酉町ト8 TEL (0533) 89・3570
URL: http://pla.konicaminolta.jp 

当日 I官印有ヲ主力

Tel: 042-356-0810 

http://www.fukutake.or.jp/ 

応募締切: 平成18年度 9 月 30 日

間合わせ:同財団事務局
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